
い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
283
回

　

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

平成30年度 消費生活相談状況

■
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数

相
談
、
見
学
な
ど
…

　
　
　
　
　
　
　

１
，
６
２
０
人

相
談
件
数
…
８
１
７
件
（
苦
情

７
２
２
件
、
問
い
合
わ
せ
95
件
）

相
談
方
法
…

電
話
５
５
７
件
、
来
所
２
５
７
件
、

文
書
3
件

被
害
救
済
額
…
87
件
（
２
３
，４
０
３
，

７
５
８
円
）
が
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助

言
や
業
者
へ
の
斡
旋
に
よ
り
解
決

■
相
談
の
特
徴

　

９
月
の
台
風
被
害
に
関
連
す
る

ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
平
成
29
年
度

よ
り
約
１
２
０
件
も
相
談
件
数
が

増
加
し
ま
し
た
。

　

販
売
購
入
形
態
で
は
通
信
販
売
が

最
多
で
、
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
訪
問
販
売
で
は
、
新
聞

の
景
品
付
き
先
附
契
約
は
減
少
傾
向

で
す
が
、
電
気
・
ガ
ス
の
切
り
替
え

の
勧
誘
が
増
加
し
、
高
齢
世
代
に
は

周
囲
の
見
守
り
が
大
切
で
す
。

　

相
談
内
容
で
は
工
事
・
修
理
建
築

関
係
で
台
風
関
連
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
お
り
、
早
く
修
理
し
て
ほ
し
い
消

費
者
に
対
し
て
修
理
業
者
が
見
積
金

額
の
値
上
げ
を
し
た
り
、
契
約
し
た

が
修
理
業
者
が
多
忙
だ
と
言
っ
て
来

な
い
と
い
っ
た
相
談
や
、
火
災
保
険

で
お
得
に
工
事
が
で
き
る
と
勧
誘
さ

れ
た
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で

し
た
。

　

今
後
は
災
害
に
便
乗
し
「
屋
根
の

無
料
点
検
を
」「
近
く
で
工
事
中
。

今
な
ら
お
得
な
料
金
で
工
事
で
き
ま

す
。」「
お
宅
の
瓦
が
お
か
し
い
。
早

く
修
理
を
！
」
な
ど
と
来
訪
す
る
業

者
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
達
の
暮
ら
し
は
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
便
利
に
な
る
一
方
、
内
容
は
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
業
者
の
説
明
を
う

の
み
に
せ
ず
、
一
度
冷
静
に
考
え
、

少
し
で
も
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
身
近

な
人
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

内　容 件数
情報料の不当請求など 158
工事・修理建築関係 47

賃貸借（不動産・車など） 32
化粧品 29

インターネット通信サービス 27
電話・携帯電話 26
融資サービス 20

電気 19
書籍・印刷物（新聞など） 16

健康食品 15

販売購入形態 件数
通信販売 233
店舗購入 218
訪問販売 79
電話勧誘販売 20
マルチ・
マルチまがい 8
その他、無店舗 5
ネガティブ

オプション 4
訪問購入 3
不明、無関係 244

▲歴史館いずみさの　
中世の古文書コーナー風景

  

今
回
は
10
月
よ
り
開
講
予
定
の
歴

史
学
講
座
戦
国
史
編
「
織
豊
期
政

権
と
本
願
寺
」
に
関
連
し
て
、「
織

豊
期
の
泉
佐
野
―
石
山
本
願
寺
と

信
長
―
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
石
山
合
戦
」
は
石
山
本
願

寺
と
織
田
信
長
の
間
で
、
元
亀

元
（
１
５
７
０
）
年
か
ら
天
正
8

（
１
５
８
０
）
年
の
約
11
年
間
に
わ

た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
合
戦
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
石
山
本
願
寺
は

本
願
寺
第
８
世
で
あ
る
蓮
如
が
明

応
５（
１
４
９
６
）年
、「
摂
津
大
坂
」

（
別
名
石
山
・
現
在
の
大
坂
城
付
近
）

に
建
立
し
た
浄
土
真
宗
の
お
寺
で

す
。
当
時
浄
土
真
宗
は
一
向
宗
と

も
よ
ば
れ
、
室
町
時
代
中
期
以
降

急
速
に
寺
域
を
広
げ
、
一
大
勢
力

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
天

下
統
一
を
目
指
す
信
長
と
対
立
し
、

石
山
合
戦
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま

す
。

　

永
禄
11
（
１
５
６
８
）
年
10
月
、

足
利
義
昭
は
信
長
に
擁
立
さ
れ
将

軍
に
就
任
。
こ
の
時
将
軍
家
の
再

興
に
充
て
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、

本
願
寺
に
は
五
千
貫
を
、
当
時
、
寺

内
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
堺
に
は

二
万
貫
の
矢
銭
（
や
せ
ん
：
軍
資

金
の
こ
と
）
を
課
し
ま
す
。「
寺
内

町
」
と
は
、
真
宗
（
一
向
宗
）
寺
院

を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
集
落

で
、
寺
内
の
安
全
保
障
・
諸
役
免
除
・

徳
政
免
除
な
ど
の
特
権
を
有
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
本
願
寺
は
五
千

貫
も
の
矢
銭
を
納
め
ま
し
た
が
、

堺
は
納
め
る
こ
と
を
拒
否
し
反
信

長
勢
力
で
あ
る
三
好
三
人
衆
と
同

盟
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
堺

は
信
長
方
よ
り
攻
め
ら
れ
、
永
禄

12
（
１
５
６
９
）
年
の
正
月
に
降

伏
。
以
降
、
信
長
の
支
配
下
に
置

か
れ
た
堺
は
、
当
時
持
っ
て
い
た

経
済
力
や
交
易
力
、
さ
ら
に
は
鉄

砲
や
武
具
な
ど
の
生
産
力
を
信
長

に
掌
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
信
長
は
京
都
か
ら
大

坂
へ
の
進
出
を
は
か
る
に
あ
た
り
、

河
川
な
ど
交
通
の
要
地
に
形
成
さ

れ
た
寺
内
町
に
矢
銭
を
課
し
、
拒

ん
だ
寺
内
町
を
破
壊
す
る
こ
と
で

門
徒
衆
の
地
域
と
経
済
力
の
支
配

を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
時
本
願

寺
は
矢
銭
を
早
々
に
納
め
る
こ
と

で
信
長
と
の
対
立
を
避
け
、
寺
内

特
権
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
一
度
は
信
長
に
対
し

矢
銭
を
払
っ
た
本
願
寺
で
し
た

が
、
反
信
長
勢
力
で
あ
る
朝
倉
氏

と
同
盟
を
結
ぶ
な
ど
信
長
に
対
し

敵
対
の
意
を
表
明
し
、
天
正
2

（
１
５
７
４
）
年
4
月
に
信
長
に
対

し
挙
兵
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
天

正
4
（
１
５
７
６
）
年
、
信
長
は

本
願
寺
を
本
格
的
に
攻
撃
し
ま
す
。

こ
の
戦
い
に
泉
南
地
域
を
支
配
し

て
い
た
根
来
衆
、
日
根
野
氏
を
は

じ
め
と
す
る
和
泉
の
国
人
衆
は
信

長
方
と
し
て
出
陣
。
信
長
の
家
臣

塙
（
原
田
）
直
政
は
討
死
、
日
根

野
孫
二
郎
も
負
傷
し
ま
す
。
さ
ら

に
信
長
と
対
立
す
る
毛
利
氏
が
水

軍
を
使
い
、
本
願
寺
へ
と
兵
粮
を

運
び
入
れ
ま
す
。
こ
の
戦
い
で
も

信
長
方
の
水
軍
で
あ
る
和
泉
の
国

人
領
主
・
沼
間
伝
内
や
真
鍋
貞
友

ら
が
戦
死
す
る
な
ど
、
信
長
方
は

痛
手
を
お
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
天
下
統
一

へ
と
猛
進
す
る
信
長
と
本
願
寺
は

対
立
し
ま
す
。
そ
の
中
で
泉
南
地

域
を
支
配
し
て
い
た
根
来
寺
衆
、

和
泉
の
国
人
衆
は
信
長
に
与
し
本

願
寺
と
対
立
し
ま
し
た
。
次
回
は

天
正
5
（
１
５
７
９
）
年
に
信
長

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
紀
州
雑
賀

攻
め
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
織
豊
期
の
泉
佐
野
―
石
山
本
願
寺
と
信
長
―
」
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